




1)全体研究

ハイリスク症例の妊娠管理と分娩予後との関連の検討を通じて妊産婦健康診査の効果を判

定するために、研究協力者の所属する施設を対象に前方視的調査を行うための調査用紙を

作成した。登録対象疾患として妊娠前からの異常として循環器、腎・代謝・内分泌疾患、

自己免疫疾患など、また妊娠中に生じた異常として妊娠中毒症、耐糖能異常、羊水過多・

過少、前置胎盤、IUGR、奇形児妊娠、多胎妊娠、常位胎盤早期剥離、TORCH を設定し、次

年度より前方視的調査を行う予定である。


